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上
越
市
議
会
で
い
ま
、
議
会
基
本
条
例
策
定
作
業
が

進
ん
で
い
ま
す
。
議
会
基
本
条
例
は
議
会
及
び
議
員
の

基
本
と
な
る
活
動
原
則
、
そ
の
活
動
原
則
に
基
づ
く
市

民
及
び
市
長
と
の
関
係
並
び
に
議
会
の
活
動
を
支
え
る

た
め
の
体
制
整
備
等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
議
会
基
本
条
例
策
定
検
討
委
員
会
（
内
山
米
六

委
員
長
）
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
今
月
の
下
旬
に
は
素

案
を
ま
と
め
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
条
例
の
素
案
に
盛
り
込

ま
れ
る
項
目
は
、
議
会
の
活
動
原
則
、
議
員
の
活
動
原

則
、
議
長
の
役
割
と
活
動
原
則
、
情
報
公
開
、
市
民
参

画
、
議
会
報
告
会
、
広
報
・
公
聴
、
市
長
等
と
の
関

係
、
政
務
調
査
費
、
議
会
・
議
員
の
研
修
、
政
治
倫
理

な
ど
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
、
議
員
の
活
動
原
則
に
つ
い 

 

 

 
 

て
は
、 

 

⑴ 

議
会
が
言
論
の
府
で
あ
る
こ
と
及
び
合
議
制
の 

機
関
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
議
員
間
の
自
由
な

討
議
を
重
ん
じ
る
こ
と
。 

 

⑵ 

市
政
全
般
の
課
題
及
び
市
民
の
多
様
な
意
見
を

的
確
に
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。 

 

⑶ 

市
の
政
策
形
成
に
必
要
な
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
を
行
う
よ
う
努
め

る
こ
と
。 

 

⑷ 

議
会
活
動
及
び
市
政
運
営
に
関
す
る
自
ら
の
考

え
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。 

 

⑸ 

一
部
団
体
及
び
地
域
の
代
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、

市
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
普
遍

的
な
利
益
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
。 

 

 

⑹ 

高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂

行
し
、
自
ら
の
言
動
等
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。 

 

⑺ 

不
断
の
研
さ
ん
に
努
め
、
自
己
の
資
質
を
高
め

る
こ
と
。 

 

な
ど
が
明
文
化
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

 

注
目
さ
れ
て
い
る
市
長
等
と
の
関
係
で
は
、
「
市
長

等
は
、
議
員
の
質
問
、
政
策
提
言
、
議
員
提
出
議
案
等

に
関
し
、
議
長
又
は
委
員
長
の
許
可
を
得
て
反
問 

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
市
長
等
の
反
問
権
が
盛
り
込

ま
れ
る
こ
と
が
確
実
で
す
。 

 

ま
た
、
条
例
で
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
多

様
に
設
け
る
な
ど
市
民
参
画
も
重
視
し
て
い
ま
す
。 

 

議
会
基
本
条
例
条
例
が
施
行
さ
れ
る
と
、
議
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
議
員
間
の
討
議
が

活
発
化
す
る
ほ
か
、
「
市
長
や
部
長
な
ど
が
議
員
に
質

問
す
る
」
場
面
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

全
国
的
に
は
現
在
、
84
の
自
治
体
議
会
で
議
会
基

本
条
例
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 
 
 
 
 
 

第
22
回 

 

新
橋 

  

「
新
橋
」
と
書
い
て
「
し
ん
ば
し
」
と
読
み
ま
す
。
高
田

の
旧
長
崎
屋
ビ
ル
の
南
西
側
に
あ
り
ま
す
。
儀
明
川
に
か

か
っ
た
橋
の
中
で
は
、

高
田
橋
と
三
之
辻
橋
の

間
に
あ
る
橋
で
す
。
欄

干
は
す
べ
て
鉄
製
で
赤

い
色
、
と
て
も
目
立
ち

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
ら
、
「
新

橋
」
と
い
う
橋
は
全
国

に
少
な
く
と
も
18
か

所
あ
り
ま
す
。 

 

橋
長
は
約
９
メ
ー
ト

ル
と
短
い
。
竣
工
は
１

９
６
８
年
（
昭
和
43

年
）
１
月
で
す
。 

川谷冬祭り、いつまでも続けたい 
 

 １０日、地域の人がみんな助け合い、地域外か

らも応援が入って今年も冬まつりが開催されまし

た。三本の杵でトントン、トントンとついたモチ

は黄粉モチや雑煮にして美味しく食べました。 

 １０数㍍もある大きなサイの神。雪や雨でワラ

が少しぬれて火山爆発のような噴煙ができ、「す

ごい煙だ。今年も豊作だ」の声があがりました。 

 吉川区内ではこの日、20数か所でサイの神行

事が取り組まれました。 


